
研　 究　 題　 目 招へい期間 所属機関 氏　　 名

ミクロポーラス型マンガン酸化物の電気化

学的特性

F R P 材をマ トリックスとす る複合材の界

2．11．28へノ2．12．4

2．12．21へノ2．12．27

3．3．25へ 3．3．30

東京工業大学

高松工業高等専門学

相澤益男

中村茂明

〝

面　　 〝 校　 〝

高分子分解物の解析 3． 1．20へ一・3． 1．24 北海道大学 戸倉清一

クレーンの振動防止技術 3．2．12′、－■　3．2．16 徳島文理大学 永田重幸

複合材料廃材の洋上処理技術 3．3．6へ■　3．3．12 船舶技術研究所 波江貞弘

ビタミンE 排糖体の合成 とその生理活性 3．3．16～　3．3．22 徳島文理大学 佐藤利夫

複合材料の高機能化技術 3．3．24へ■　3．3．27 大阪大学 中尾嘉邦

表面硬化アル ミニウム合金の評価に関する

研究

糖複合体の膜特性の研究

3．6．25へノ3．6．29

3．7．15へ 3．7．25

九州工業大学

岡山理科大学

兼田 広

児玉美智子

水 との相互作用による材料強度の変化 3．8．1へ－■　3．8．10 東京工業大学 吉村昌弘

多糖生物活性の研究 3．8．19へ－′　3．8．23 岡山大学 保田立二

無機材料の電気化学的特性 3．8．21へ ：3．8．24 東京工業大学 高橋不二雄

微生物分解性 プラスチックの分解機構 3．10．21へ－′　3．11． 1 神奈川大学 斎藤光害

ロバス ト適応制御の研究 3．10．25へノ　3．11．11 慶應義塾大学 佐野　 昭

海水中の有価資源回収技術の研究 3．11．11′、・3．11．25 日本塩工業会 尾方　 昇

回転切断工具の振動の研究 3．11．18へ・3．11．27 京都大学 松久　 寛

無機成分の有効利用に関する研究 3．11．19へ・3．11．23 鳥取大学 江坂享男

溶射膜の評価法 3．11．22へ■　3．12．4 いわき明星大学 蓮井　 淳

キチン質の分解酵素の研究 3．12．11へ－′　3．12．13 佐賀大学 大宝　 明

複合 ビームによる表面改質プロセスに関す

る研究

糖複合体のバイオセンサーへの応用

4．1．20へノ4．2．5

4．3．2へノ4．3．19

住友金属工業 （株）

セイコー電子工業 （株）

中西睦夫

松村 宏

液相からの結晶成長の制御 4．3．5へノ　4．3．14 高知大学 山崎仲道

結晶の形状及び成長方向に及ぼす要因の研

究

膜状ガラスの製造及び評価技術

4．7．9へ 4．7．24

4．8．3へ■4．8．12

慶磨義塾大学

京都大学

斎藤幸夫

作花漕夫

多孔性シ リカの元素吸着挙動 4．8．14へ一・4．8．26 東京工業大学 藤井靖彦

糖複合体の工学的利用に関する研究 4．8．16へノ　4．8．25 京都大学 砂本順三

マニピュレータシステムの研究

急冷凝固材料のキャラクタ リゼーシ ョンに

関する研究

生分解性プラスチックの評価方法

4．9．11へ・4．9∴30

4．9．15へ・4．9．24

4．10．12へ 4．10．26

（株）アイチコーポレ

ーン／ヨン

大阪大学

関西大学

藤本峰之

松 田福久

浦上 忠

タンパク質膜の構造について 4．10．19へノ　4．10．23 製品科学研究所 箕浦憲彦

一一212叫



研　 究　 題　 目 招へい期間 所属機関 氏　　 名

酵素の構造と機能との関係 4．11．16へ・」1．11．20 化学技術研究所 地神芳文

再利用システム化と評価手法の研究 4．11．24へ　4．12．4 フジリサイクル（株） 片山正憲

切断工具の振動制御の研究 4．11．25へ√　4．12．7 名古屋大学 木村志郎

l‘－Jポッ トの動的制御の研究 4．11．29へ■‘1．12．2 東京工業大学 古田勝久

電子ビームによる溶融部の組織制御法に関

する研究

接合界面のキャラクタリゼーション

4．11∴iOへー4．12．3

5．2．18へ－r5．3．5

金属材料技術研究所

三菱電機 （株）

入江宏定

安永政司

リチウム吸着剤の吸着性評価 5．3．8へ－　5．3．23 上智大学 大井隆夫

海洋生物由来レクチンの機能について 5．7．14へ　 5．7．24 広島大学 堀　 買治

表面被覆複合材料の残留応力 5．7．26へノ　5．8．12 徳島大学 英　 崇夫

水中熱加工作業の自動化 5．8．6へ　5．8．23 慶応義塾大学 菅　 泰雄

クレーンにみ られ る非線形現象の解析の研

究

無機微粉体表面の評価法

5．8．16へ一㌔5．8．20

5．10．5へ 5．10．13

徳島大学

山梨大学

川上 博

鈴木 喬

特殊雰囲気での溶射被膜の摩擦 ・摩耗特性

に関する研究

高温加工における熱 ・物質輸送解析及び計

測

複合材料の摩耗特性の評価法

5．10．5へノ5．10．14

5．10．18へ－′5．10．27

5．10．20へ一・5．10．27

九州工業大学

大阪大学

大阪工業技術研究所

松田健次

午尾誠夫

岩佐美善男

機能性微粉体の合成 と特性評価法 5．10．26へノ　5．11．2 大阪工業技術研究所 春 田正毅

環境適合材料の設計に関す る研究 5．11．3～　 5．11．10 東京大学 山本良一

レーザー ビームによる軟質素材の表面硬化

法に関する研究

電池材料の開発

5．11．24へ・5．12．4

6．2．7へ一・6．2．23

大阪大学

大塚化学

丸尾 大

中長偉文

レーザ ビームによる表面高機能化に関する

研究

溶射被膜の非破壊検査法に関す る研究

6．2．21へ 6．3．4

6．2．22へ－′6．3．5

レーザ工学

有明高専

乗儀 以

川瀬良一

生物生産有機化合物の分子構造 と機能 6．2．24へ　 6．3．11 日本臓器 奥門信久

レクチンの機能 とアミノ酸配列特性 6．2．28へー　6．3．25 帝京大学 笠井献一

構造材料のレーザ表面合金化に関す る研究 6．9．1へ－　6．9．12 大阪大学 小林紘二郎

水中下での計測技術に関する研究 6．9．26へ■　6．10．8 電子技術総合研究所 佐藤宗純

水中熱加工の自動化技術 6．9．27へ－　6．10．13 （株）三井造船 湯浅　 肇

海流利用システムの設計 と評価 6．10．2へ・6．10．8 広島大学 信用　 寿

海中溶接作業 自動化の要素技術 6．10．2へー　6．10．8 東京商船大学 大島正毅

海洋生物のバイオテ クノロジー 6．10．4へ－r　6．10． 7 東海大学 嵯峨直恒

クラッド材の特性評価に関する研究 6．10．11′、・6．10．22 九州工業大学 加藤光昭

太陽光発電の計測システム構築の研究 6．11． 7へ－　6．11．22 （財）電力中央研究所 滝川　 清

ホウ素イオンとホ リオールの相互作用 6．11．14へノ　6．11．18 九州大学 吉村和久
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研　 究　 題　 目 招へい期間 所属機関 氏　　 名

イオン伝導性固体電解質の研究 6．11．14へ一一　6．11．25 大阪工業技術研究所 中村　 治

海洋作業支援装置の振動制御の研究 6．11．20へ　 6．11．29 徳島大学 芳村敏夫

海洋微生物に上る炭化水素の分解機構につ

いて

海洋微生物の生物機能 とその発現機構

6．12．4へ－6．12．10

6．12．12′＼ 6．12．19

東京農工大学

愛媛大学

村上昭彦

玉井洋・・

ブラズ1′特性の計測技術の研究 7．1．⊥1へ　 7．1．13 大阪大学 小林　 明

金属 とセラミックスの接合に関す る研究 7．1．9へ　 7． 1．29 三菱二重Ⅰ二業（株） 深谷保博

培養細胞に しろ有効成分の生産について 7．3．15へ　 7．こう．17 広島大学 平出敏文

海洋生物の特殊環境 下における生育と構成

成分の関係

海洋生物の機能の環境に上る発現の差異

7．7．2′＼ 7．7．8

7．7．23へ 7． 7．29

北海道大学水産学部

東京大学農学部

山本弘敏

伏谷伸宏

ステンレス綱の熱加工部の特性に関する研 7．8．21へ－7．9．1

7．8．30へー7．9．8

日本鋼管基盤技術研 北田・豊文

河原 昭

究 究所

無機材料粉末の結晶構造解析 岡山大学理学部

有機イオノホアの合成 と応用

マイクロボーラス材料の特性 と応用

7．9．こうへr7．9．9

7．9．21へー7．9．27

物質工学工業技術研

究所

千葉大学理学部

平谷和久

金子克美

海洋生物の生体保全機能に関する構成成分 7．10．6へー　7．10．12 東京大学海洋研究所 大和田紘一

溶射皮膜の特性改善に関する研究

クラッド綱の接合界面の特性に関する研究

7．10．25へ－7．11．8

7．10．29へノ7．11．7

近畿高エネルギー加

工技術研究所

東京工業大学工学部

大森 明

恩澤忠男

水中突き合わせ溶接の研究 7．10．30へノ　7．11．16 三井造船 松下久雄

水中溶接の自動化の研究 7．10∴30へ一・7．11．16 日本鋼管鶴見製作所 池端　 豊

高等動物の ミネラル代謝に及ぼす多糖類の

生理機能

ソーラーホン ドによる造水技術

同位体分離剤の量子化学的手法による設計

7．11．6へ・7．11．16

7．11．12へ一㌔7．11．18

7．11．13へr 7．11．22

香川大学農学部

名古屋工業技術研究
所

京都大学工学部

鈴木博雄

峠田博 史

足立裕彦

音波による水中撮影技術 7．12．11（、ノ　7．12．18 山形大学工学部 田村安孝

高温高圧水による塩基性多糖類の分解挙動 8．1．21へ・8．1．24 東北大学工学部 奥脇昭嗣

ウイスカの水熱合成とその応用

水溶液中の化学反応に対する圧力効果

8．1．22へノ8． 1．24

8．1．22へ■8． 1．24－

東京工業大学工業材
料研究所

京都大学理学部

吉村昌弘

中原 勝

水熱化学を利用 した天然高分子の有効利用

技術

超臨界流体に上る生理活性物質の分離

8．1．22へ一一8． 1．24

8．1．23へ・8．1．26

高知大学理学部

東北大学工学部

山崎仲遺

新井邦夫

高エネルギー密度 ビームに上る材料加工技 8．2．15へ・8．3．1

8．3．10へ・8．3．13

川崎重工生産技術開 永井裕善

橋田俊之

術に関する研究 発センター

水熱ホットブレス法に．よる複合材料の成形 東北大学工学部
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研　 究　 題　 目 招へい期間 所属機関 氏　　 名

超臨界流体の分子シュミレーション

海洋生物由来複合糖質の生物機能

海洋生物由来多糖類のイオン性基〔り構造 と
機能

レーザに．しろ材料高機能化に関する研究

H．7．15′＼ 8．7∴弓0

8．7．26へ－8．日． 1

8．7∴‖トー8．日．2こう

】 8・9・10へ 8・9・19

倉敷芸術科学大学産
業科学技術部

東京工業大学生命理

工学部

北里入学薬学部

事竃

名古屋大学工学部

中西浩一一一白

星 元紀

小鴨 晃

沓名宗春

海洋生物のセンシングと物質認識

セルt‾－J－スの構造 と利用に閲する研究

H．10．州′＼ 8．11． 1

日．10∴う1へ－8．11．6

広島市立大学情報科

JL州大学農学部

竹内俊文

坂井克己

二次元化画像処理に上る複合材料の欠陥評

価

レーザ加工部の材料特性に関する研究

8．11．19／＼ 8．11．30

8．12．16′、 8．12．25

高知大学教育学部

阿南＿T 業高等専門学
校

裏垣 博

田中甚吉

4．4．3　受入研究員

研　 究　 題　 目 受入期間 所属機関 氏　　 名

物理的及び化学構造の異なるキレー ト樹脂
ならびに含浸型樹脂の金属イオン吸着特性

の研究

傾斜地用ロボッ トの研究

微生物分解性シー トの開発に関する研究

62．10．／1へ■62．11．2

6：主．10．24′、－63．10．29

元．4．25へノ2．3∴31

東北工業技術研究所

機械技術研究所

アイセ ロ化学 （株）

松永英之

中村達也

寺部 亮

機能性有機ラジカルの合成 元．5．20へ　2．3∴il （株）伏見製作所 香川健 史

多孔性シリカ複合材料の構造と評価 元．5．20へ　2．3∴il （株）伏見製作所 宮武正樹

表面高機能化に関する研究 元．6．12へ　2．ニi．31 石垣機工（株） 香川征二郎

アルギン酸カルシウム糸製造の工業化試験 元．10．12へ　2．3．31 堺化学工業 （株） 天満啓之

ガラス繊維強化プラスチック廃材の再利用
技術

表面処理技術に関する研究

生体触媒特殊紙の開発

元．9．1へ・元．11．30

元．8．24へ元．9．14

元．9．11へ・元．9．20

高知県工業試験場

愛媛県工業技術セン

ター

愛媛県製紙試験場

浜 田和秀

宮岡俊輔

藤原勝寿

キチン質バルブの試作及び天然香料の分析 元．6．19へ・元．7．用 高知県紙業試験場 池　 典泰

プラズマ溶射 と溶射被膜の試験評価技術

表面高機能化に関する研究

元．8．17へ元．11．10

2．4．16へ一二号．ニi∴ミ1

鹿児島県工業技術セ

ンター

石垣機工（株）

瀬戸口正和

香川征二郎

機能性ホ リマーラジカルの合成 2．4．1へ　こ3．こ主こう1 （株）伏見製作所 香川健史

高エネルギー密度 ビームに上る素材表面〝」 ノ．8．17′＼　3．11．9 岡山県工業技術セン 日野　 実
高機能化 ター

ー「215－



研　 究　 題　 目 受入期間 所属機関 氏　　 名

F R P 廃材の利用技術 2．11．13へノ　2．11．22 福井県工業技術センター 野路芳春

F R P 廃材の利用技術 2．11．13へ・2．11．22 大分県工業試験場 佐藤　 壱

レーザ援用イオンビームによる材料表面の

高機能化

レーザ ・イオンビームによる材料表面の改

3．8．22へ 3．11．15

4．8．17へ－r 4．11．17

4．12．7へ－r4．12．18

岩手県工業試験場

福岡県工業技術セン

桑嶋孝幸

古賀義人

鳥越 清

質技術 ター

加熱溶浸法によるF R M 製造プロセス 宮崎県工業試験場

イオンビームによるセラミックス皮膜の合

成

バイオ リアクター技術

バイオ リアクター技術

F R P 廃棄物の処理， リサイクル技術

4．12．7へ 4．12．18

5．11．24へ一・5．12．7

5．11．24へ 5．12．7

7．3．13へ′7．3．17

7．7．10へ′7．8．3

大阪府立産業技術総

合研究所

愛知県三河繊維技術

センター

宮城県工業技術セン

ター

富山県工業技術セン

ター

愛媛県製紙試験場

三浦健¶一

彦坂久美子

対崎岩夫

早苗徳光

セルロースの化学修飾について 森川政昭

レーザ高度利用技術

X 繰回析法による結晶解析法について

7．11．6へ－′7．12．1

8．2．21′、・8．3．31

愛媛県工業技術セン

ター

丸亀市立資料館

友近 宏

遠藤 亮

天然高分子微粒子の成型 8．8．21へ・8．11．22 鳥取県工業試験場 平尾優年

ゼラチン及びゼラチン ・キ トサン乾燥膜の 8．10．1へ′9．3．31

8．11．25′、－8．11．26

和歌山県工業技術セ 前田拓也

佐藤 壱

利用 ンター

廃プラスチ ックのリサイクル技術 大分県産業科学技術

センター
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4．5　主催・共催学会及びシンポジウム

年　　月　　　日 名　　　　　　称

62．5．13

62．5．18

62．5．27

62．6．12

62．6．18

62．7．3

62．7．31

62．7∴う1

62．9．1

62．9．29

62．9．29

62．9∴う0

62．10．22

62．11．19

62．12．10

63．3．10

63．3．25

63．6．24

63．6．28

63．7．15

63．8．9

63．8．24

63．9．22

63．10．14

63．10．18

63．10．28

63．11．18

63．12．7

63．12．13

63．12．20

元．3．6

元．3．31

元．5．17

元．5．17

元．5．26

四国材料強度研究会

高温学会四国支部懇談会・溶接協会HPL委員会共催講演会

新素材委員会

共同研究懇談会

四国材料・電子技術研究会、講演会

四国紙パルプ研究協議会、講演会

四国工業研究会昭和62年度総会、講演会

四国粉体特性研究会、講演会

高温学会・四国工業技術研究会共催講演会

四国材料・電子技術研究会、講演会

重要地域技術成果普及講演会

国立大学・四工試研究成果発表会

海洋資源開発及び利用技術に関する講演会

新素材関連合同講演会

四国材料・電子技術研究会及び四国粉体特性研究会合同講演会

四国粉体特性研究会

四国紙パルプ研究協議会、講演会

高温学会講演会

四国工業研究会昭和63年度総会、講演会

四国材料・電子技術研究会、講演会

四国粉体特性研究会、講演会

四国技術開発研究会加工分科会

四国工業研究会、講演会

四国工業技術試験所研究講演会

四国技術開発研究会、システム技術分科会

高温学会・四国工業研究会共催講演会

四国粉体特性研究会

重要地域技術連絡会議

四国材料科学研究会

四国工業技術分科会

四国工業研究会・高温学会四国支部懇談会講演会

四国工業研究会・高温学会共催講演会

四国技術開発研究会材料加工分科会

重要地域技術研究会（第1回）

一一217－



年　　月　　　日

元．6．8

元．6．30

元．7．6

元．7．7

元．7．21

元．7．27

元．8．10

元．H．15

元．8．21

元．9．7

元．9．8

元．9．日

元．1（）．一i

元．10．9

元．10．26

元．11．8

元．11．16

元．11．24

元．11．29

元．11．30

元．12．5

元．12．13

元．12．14

元．12．21

2．2．8

2．2．14

2．2．16

2．2．20へ－21

2．3．28

2．6．5

2．6．22

2．7．5

2．7．24

2．7∴ミ1

2．8．7

2．8．10

名　　　　　称

四国技術開発研究会バイオ分科会

四国技術開発研究会システム技術分科会

四国紙パルフ‾研究協議会、講演会

四国工業研究会、役員会

四国工業研究会、定期総会、講演会

重要地域技術研究会（第2回）

四国技術開発研究会幹事会

四同材料科学研究会

四国粉体特性研究会講演会

四国材料・電子技術研究会

F RN′i研究会

四国工業研究会（21世紀を語るトップ懇談会）

紙パルフ▼分科会

四国工業研究会・高温学会共催講演会

四国工業技術試験所研究講演会

四国産業技術懇談会

日本非破壊検査協会第2分科会

四国工業研究会・高温学会共催講演会

四国工業研究会（21世紀を語るトップ懇談会）

複合材料セミナー

四国技術開発研究会材料加工分科会

四国技術開発研究会バイオ分科会

バイオテクノロジーに関する講演会

四国技術開発研究会システム技術分科会

レーザフォトンケミカル講演会

四国工業研究会（21世紀を語るトップ懇談会）

四国材料・電子技術研究会講演会

四国工業研究会粉体研究会研修会

四国ハイテクフォーラム

四国工業研究会（21世紀を語るトップ懇談会）

四国紙パルフ研究協議会総会

重要地域技術研究開発研究会

四国技術開発研究会第4回システム技術分科会

四国T業研究会講演会

高温学会・四国工業研究会共催講演会

四同技術開発研究会第4回バイオ分科会
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年　　月　　日

2．9．18

ソ．9．28

ノ．10．1

2．10．5

2．10．9

2．10∴il

2．11．1

2．11．8

2．11．8

2．11．9

2．11．27

2．12．3

2．12．7

2．12．21

こう．1．17

こi．1．21

3．1．22

こi．2．5

こう．2．28

3．3．1

3．3．7

3，3．12

3．4．23

3．6．20

二王　6．28

3．7．1

3．7．16

こう．8．1

3．軋　2

3．8．6

3．9．4

3．9．25

3．10．11一、－12

こう．10．18

3．ユ0．25

3．11．6

新素材委員会

名　　　　　称

四臥仁業研究会粉体特性研究会講演会

四国工業技術試験所研究発表会、技術セミナー（松山）

四国技術開発研究会材料・加工分科会

重要地域技術研究開発連絡会議

ミニ地域技術研究開発連絡会議

四国技術開発研究会バイオ分科会偶国農試）

四国技術開発研究会システム技術分科会

中、軋九州地区公設試験研究機関溶接技術担当者会議

四国技術開発研究会材料・加工分科会

広域共同研究推進会議（徳島）

四国工業研究会粉体特性研究会

四国工業研究会・高温学会共催講演会

重要地域技術研究開発研究会

四国工業研究会講演会

糖質工学シンポジウム（徳島）

工業技術院集中型移動研究室（徳島）

四国工業研究会粉体特性研究会

重要地域技術研究開発連絡会議

四国工業技術分科会

工業技術連絡会議四国地方機械金属部会

広域共同研究推進会議

四国技術開発研究会研究発表会

四国紙ハルブ研究協議会講演会

四国工業研究会・高温学会共催講演会

四国工業研究会役員会

四国工業研究会総会、講演会

ハイテクシンポジウム高松，91（高専）

四国技術開発研究会システム技術分科会

第22回四国粉体特性研究会講演会

四国産業技術懇談会

四国工業技術試験所研究成果発表会（東京）

国際シンホジウム「イオン交換体をめぐる最先端の科学」

重要地域技術研究開発連絡会議

四国工業研究会講演会

町引支術開発研究会材料加工分科会
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年　　月　　日 名　　　　　称

3．11．14

3．11．22

4．1．31

4．2．6

4．2．27

4．3．4

4．3．11

4．：う．12

4．3．12

4．4．22

4．5．7

4．5．21

4．6．26

4．7．1

4．7．23

4．7∴i1

4．8．6

4．8．20

4．9．21

4．9．24

4．10．2

4．10．15

4．11．19

4．11．20

4．11．21

4．11．30

4．12．4

4．12．15

5．2．8

5．2．26

5．3．3

5．3．4

5．3．18

5．4．21

5．6．4

5．7．22へ2こう

中国、四国、九州地区公設試験研究機関溶接技術担当者会議（沖縄）

四国工業研究会講演会

四国工業研究会・高温学会共催講演会

四国工業研究会講演会

中小企業対策技術「クレーンの振動防止技術に関する研究」研究発表会（高知）

第24回四国粉体特性研究会講演会

中小企業対策技術「クレーンの振動防止技術に関する研軋研究発表会（佐賀）

第2回重要地域技術研究開発連絡会議・ワーキンググループ合同会議

第18回四国工業技術分科会

四国技術開発研究会講演会

宇宙環境利用に関する説明会

第8回重要地域技術研究会

四国紙パルプ研究協議会平成4年度第1回講演会

第19回四国工業技術分科会

第25回四国粉体特性研究会講演会

平成4年度第1回四国産業技術懇談会

第26回四国粉体特性研究会講演会

四国工業研究会講演会（バイオテクノロジー）

四国工業研究会・高温学会四国支部共催講演会

四国工業技術試験所紹介講演会

重要地域技術研究開発連絡会議

四国工業技術試験所研究発表会（徳島市）

第17回中国、四国、九州地区公設試験研究機関溶接技術担当者会議

四国紙パルプ研究協議会平成4年度第2回講演会

平成4年度工業技術連絡会議化学連合部会第21回紙パルプ分科会（福井県）

四国工業研究会講演会（四国材料・電子技術研究会）

四国技術開発研究会材料・加工分科会

四国工業研究会・高温学会四国支部共催講演会

四国技術開発研究会幹事会

四国工業研究会・高温学会四国支部共催講演会

重要地域技術研究開発連絡会議・ワーキンググループ合同会議

第20回四国工業技術分科会

工業技術連絡会議四国地方機械金属専門部会

四国技術開発研究会発表会

四国紙パルプ研究協議会総会、講演会

重要地域技術研究開発制度「複合材料（FRP）の再利用システム技術」研究成果発表
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年　　月　　　日 名　　　　　　称

5．7．26

5．8．19

5．8．25

5．10．7

5．10．13

5．10．29

5．12．3

5．号！．6

5．12．1（）

6．1．21

6．2．ノ2へ24

6．2．ソ3

6．2．25

6．こう．14

6．3．22

6．3．23

6．5．9

6．5．23

6．6．23

6．8．2

6．9．5

軋　9．21

6．10．4

6．10．5

6．10．6

6．10．7

6．1（）．7

6．10．8

6．10．20

6．10．27

6．11．1′＼　3

6．11．7

6．11．9

6．11．14

6．11．18

6．11．24

四国工業研究会定期総会、特別講演会

四国工業研究会講演会

第28回四国粉体特性研究会講演会

四国工業技術研究所研究発表会

四国工業研究会・高温学会四国支部共催講演会

四国粉体特性研究会

四国工業研究会・高温学会四国支部共催講演会

重要地域技術連絡会議・ワーキングプルーフ合同会議

海洋バイオ講演会

リチウム研究会

バイオ技術研修会

工業技術連絡会議四国地方機械金属専門部会

四国工業研究会・高温学会四国支部共催講演会

海洋バイオ講演会

重要地域技術連絡会議・ワーキンググループ合同会議

四国工業技術分科会

第14回四国材料科学研究会定期総会、研究会

四国紙パルプ研究協議会

工業技術連絡会議物質工学連合部会総会

第49回四国材料科学研究会

ミニ地域技術連絡会議

工業技術連絡会議紙ハ分科会

海洋開発シンポi‖高知（移転記念行事）

海洋の資源と環境国際シンポ（移転記念行事）

工業技術院集中型移動研究室

工業技術院集中型移動研究室

凹同工業技術研究所研究発表会

S TEPバイオセミナー

第19回申・四・九公設試接合・表面改質技術担当者会議

巡回シンホジウム徳島（移転記念行事）

第2回メカトロニクスに関する国際会議

ミニ地域技術連絡会議

工業技術連絡会議中四九機械金属専門部会

粉体特性研究会講演会

四国材料科学研究会特別講演会

技術開発研究事業成果普及発表会（広島）
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年　　月　　日 名　　　　　称

6．11．28

6．12．2

6．12．6

6．12．9

6．12．13

6．12．16

7．1．9

7．1．18

7．1．20

7．1．2こう

7．2．13

7．2．2∩

7．2．21

7．2．2′1

7．3．1

7．3．2

7．：う．10

7．5．23＼24

7．6．19

7．6．21

7．6．30

7．7．6

7．7．7

7．7．25

7．7．27

7．8．8

7．9．6

7．9．28

7．10．3

7．10．16

7．11．1

7．12．4へ一　6

7．12．12

7．12．14

8．1．22へ24

日．2．16

重要地域技術連絡会議・WG合同会議

生分解性アラスチック研究会講演会

四国工業技術研究会・高温学会共催講演会

海洋バイオ講演会

四国技術開発・バイオ打ち合わせ会議

巡回シンポジウム愛媛（移転記念行事）

四国工業技術研究会講演会

分析機器講習会

リチウム研究会

国立試験機関技術開発研究事業成果普及発表会

四国紙パルフ研究協議会20周年講演会

海洋バイオ研究会

新材料研究会

第5回複合材料研究会

重要地域技術連絡会議・WG合同会議

第22回四国工業技術分科会

四国工業研究会海洋バイオ講演会

工業技術連絡会議第40回機械金属連合部会

平成7年度物質工学工業技術連絡会議

ミニ地域技術連絡会議

四国紙パルプ研究協議会、講演会及び総会

海洋バイオ講演会

四国工業研究会特別講演会

海洋バイオ講演会

第1回サイエンスハークセミナー

高温高圧流体プロセス技術講演会

第31回粉体特性研究会講演会

物質工学工業技術連絡会議紙パ分科会

第20回申・四・九州地区公設試験研究機関接合・表面改質技術担当者会議

四国工業研究会講演会一界面と分離化学一一

四国工業研究会・高温学会講演会

イオン交換国際会議

四国工業研究会講演会

四国工業技術研究所研究発表会

ソルポサーマル及びハイドロサーマル反応に関するワークショッフ

四国工業研究会第33回高温学会四国支部講演会
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半　　月　　　目

軋．3．7

H．こう．8

日．こう．1▲1

8．こう．14

日．5．25

8．5．29

8．6．28

8．7．月

8．7．12

H．バ∴）こi

8．9．20

お．9．26

円．9．30

8．10．18

H．10．2：iへソ′l

H．11．1

名　　　　　　称

重要地域技術共同研究連絡会議

第2こう回四国＿1二業技術分科会

四国地区共同研究推進懇談会

ミニ地域連絡会議

県内大学、高専、国公立試験研究機関合同研究発表会

韓国朴博士工研会講演会

四国紙ハ研究協議会講演会及び総会

超臨界流体に関する講演会

四国技術開発研究会

四国工業研究会講演会

四国工業研究会講演会

工業技術連絡会議紙ハルフ分科会

四国工業研究会　高温学会講演会

四国工業研究会　バイオテクノロジー講演会

第21回中国・四回・九州地区公設試験研究機関接合・表面改質技術担当者会議

融合研所長講演会
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4．6　海外渡航

4．6．1　国際会議出席等

目　　　　　　　　　　　 的 開　 催　 地 期　　　 間 氏　　 名

第 2 回分離技術国際会議 西 ドイツ 62．4．23へノ62．5．こう 加藤　 俊作

第 5 回材料の力学的挙動に関する国際会議 中華人民共和国 62．6．1へノ62．6．6 内海　 明博

国際会議 （I S M C M ） ／／ 63．5．6へ■63．5．14 米田　 理史

A（1vaJICed S tu dy In st．itute　国際研究集会 ポル トガル 63．7．13～63．8． 1 唐津　 孝弘

日本溶接協会第 3 回 目台溶接技術交流会 台　　 湾 元．7．24へ・元．7∴30 勝村　 宗英

日韓技術者交流会 （T E A M Ⅲ） 韓　　 国 元．8．8へノ元．8．13 吉田　 靖夫

生分解性プラスチックシンポジウム 米　　 国 元．4．9へノ元．∠1．25 西山　 昌史

第 5 回集合現象に関する国際会議 イギリス 元．9．23へ・元．10．4 北村　 孝雄

ⅠLTP A C 第33回高分子国際シンポジウム カ　 ナ　 ダ 2．7．8へ－　2．7．15 西山　 呂史

米国繊維学会50周年集会 米　　 国 2．8．17′＼　2．8．2二王 小林　 良生

第 5 回 日韓技術者交流会 韓　　 国 3．8．29へ∴3．9．1 吉田　 靖夫

第 7 回分離科学及び技術のエネルギーへの

応用に関するシンポジウム

セルロース国際会議199 1年度大会

米 国

米 国

3．10．18′、 3．10．2 7

3．11∴ミ0へ－：5．12．7

加納 博文

細川 純

日欧材料研究交流会議 フランス 4．2．15へノ　4．2．2 3 北村　 孝雄

第11回国際会議 O M A E 1992 カ　 ナ　 ダ 4．6．8へ■　4．6．14 小川　 洋司

第182回アメリカ電気化学会大会 カ　 ナ　 ダ 4．10．10へ－　⊥1．10．20 加納　 博文

水中切断技術セ ミナー ド　 イ　 ツ 5．2．11へ・5．2．15 小川　 洋司

第206回 A （＿：S 国際会議 米　　 国 5．8．20～　 5．8．28 西山　 呂史

ゾル一一一一ゲル法応用並びに工業化第 1 回国際
会議

第 3 回環太平洋高分子会議

ド イ ツ

オース トラリア

5．10．9へ一・5．10．15

5．12．10へ■5．12．21

長瀬 智美

遠藤 黄土

lIlt，ernat iona l Mar ine B io Techno logy

Corlference ’94

第 10回記念セルロース会議及び工業展

ノルウェー

イギ リス

6．8．7一、－・6．8．14

6．9．16′、・6．9．26

小比賀秀樹

北川 良一1－－一一

Internat iona l Workshop on Un derwa ter

Welding of Ma．rine S truc tures

第15回国際海藻シンポジウム

米 国

チ リ

6．12．6へ■6．12．11

7．1．6へノ7． 1．18

小川 洋司

垣田 浩孝

I S O P E 95及び O M A E 95国際会議

第 8 回ゲルを経由したガラス及びセラミッ

クス合成に関する国際会議

第 4 回分解性プラスチック及び高分子国際

オランダ
デ ンマーク

ポル トガル

アメリカ

7．6．9へ■7．6．26

7．9．16へ 7．9．26

7．10．9へ－7．11．7

7．1 1．11へ－7．11．20

小川 洋 司

長瀬 智美

遠藤 黄土

大家 利彦

科学会議

レーザ等の応用に関する国際会議

イギ リス

ノルウェー

米 国

レーザ等の応用に関する国際会議 米　　 国 7．11．1 1′＼　7．11．20 矢野　 哲夫
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目　　　　　　　　　　　 的 開　 催　 地 期　　　 間 氏　　 名

レーザ等の応用に関す る国際会議 米　　 国 7．11．11へ－　7．11．20 内海　 明博

環太平洋国際化学会議 米　　 国 7．12．16ノ＼　7．12．24 廣津　 孝弘

環太平洋国際化学会議 米　　 国 7．12．16へ　 7．12．24 加納　 博文

環太平洋国際化学会議 米　　 国 7．12．16′＼　7．12．24 苑田　 晃成

第 4 回強誘電体 とメゾスコツビック構造国 イギ リス 8．3．17へ 8．4．1

8．：う．27へ一日．4．1

8．5．7へ・8．5．12

8．6．16へ 8．6．2こう

米田 理史

軌 11 呂史

大井 健太

小川 洋司

際シンポジウム出席 と調査研究

食晶及び工業的利用に関する生分解性フイ

ルムの国際シンポジウム

イオン交換 ・理論 と応用に関するシンポジ

ウム

第15回海洋と極地工学に関する国際会議

オース トリア

スロバキア

韓 国

中 国

イタリア

第 2 回ホウ酸塩のガラス、結晶及び溶融物

にr一針デーる国際会議

第 日回国際微生物学会議

イギリス

イスラエル

8．7．20へ一㌔8．7．29

8．8．17へ－8．8．25

長瀬 智美

福岡 聴

レーザ等の応用に関する国際会議 米　　 国 8．10．13へノ　8．10．19 矢野　 哲夫

レーザ等の応用に関する国際会議 米　　 国 8．10．13′＼　8．10．19 大家　 利彦

水中溶接研究発表会 韓　　 国 8．1．1．二十＼　H．11．6 小川　 洋司

第 3 回 日韓コンヒ千．一夕ビジョンに関する
共同ワー クシ三一】ツフ

高出力レーザとその応用に関する国際シン

ポジウム

韓 国

米 国

9． 1．18へ 9． 1．23

9．2．8へ■9．2．16

小川 洋司

米田 理史

4．6．2　在外研究等

氏　 名 目　　　　 的 期　　　 間 国　　 名 機　 関　 名

上嶋 洋

細川 純
松尾 隆吉

上嶋 洋

小林 良生

国際研究協力事業に基づく；

オイルハーム廃残物等の利用

に関す る研究＿毒の在外研究実
施

国際研究協力事業に基づく

オイルパーム副産物のT N／IP

化工業試験」の在外研究実施

国際産業技術研究計画に基づ

く 「オ イルパーム副産物のT

M P 化工業化試験」の在外研
究実施

国際協カブし了ジェクト推進事

62．12．7へノ62．12．28

63．8．4′＼・63．8．21

元．11．13へ元．12．2

元．10．3へ一元．10．18

マ レイシア

〝

〝

中 国

ハーム油研究所

〝

〝

中国科学院
業に基づ く 「かん水中の有価

資源回収技術に関する研究協
力＿」

塩湖研究所
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氏　 名 目　　　　 的 期　　　 間 国　　 名 機　 関　 名

大井 健太

米田 理史

大井 健太

赤松 勲

田辺 寛之

唐津 孝弘

大井 健太

加藤 俊作

小川 洋司

大井 健太

加納 博文

加藤 俊作

加藤 俊作

大井 健太

加藤 俊作

国際協力プロジェクト推進事 元．11．8へ・元．11．19

2．5．15へ－2．8．17

2．9．10へ・2．9．24

3．1．14へノ3．2．1

2．3．10へノ3．3．9

3．11．10′、・3．11．20

4．3．9へ一一4．3．13

5．2．25／＼■5．3．9

5．6．20′＼ 6．4．4

5．7．3′＼ 5．8．1

5．9．26′＼・5．10．11

6．1．27へノ6．2．7

6．4．5へ－6．4．15

6．11．5へ－r 6．11．18

7．2．26′、－7．3．9

7．9．19へ一・7．12．14

8．2．19へ・8．3．2

8．3．16へ∴8．3∴う0

9．ノ．10へ－9．2．21

メキシコ

カナダ、

メキシコ鉱業振
業に基づく 「かん水中の有価
資源回収技術に関する研究協
力」

高密度エネルギービームによ

興公社

トロント大学
る新素材の接合、加工及び表 米 国

中 国

マレイシア

米 国

メキシコ

中 国

メキシコ

ドイツ

ニューシヾ・うンド

メキシコ

メキシコ

中 国

メキシコ

中 国

ドイツ

メキシコ

二ュトジトうンド

メキシコ

マサチューセッ
面改質についての研究・調査 ツ工科大学

かん水中の有価資源回収技術 青海塩湖研究所
に関する研究協力 他

オイルパーム副産物のT M P
化工業化試験

植物抗病原性発現におけるペ

ハーム油研究所　、ヽヽ

ニューンヤージ
クチン質エリシターと植物細 ー州立医科歯科
胞内因子との間の分子認識に

関する在外研究

かん水中の有価資源回収技術

大学

メキシコ鉱業振
に関する研究協力 興公社（CFM）他

かん水中の有価資源回収技術 青海塩湖研究所
に関する研究協力 他

かん水中の有価資源回収技術 メキシコ鉱業振
に関する研究協力 興公社（（＿下れ巾他

水中熱加工技術の自動化に関 ハノーバ大学物
する在外研究 質料学研究所

マンガン酸化物系材料の構造 ウェリントン大
と機能に関する調査研究 学

かん水中の有価資源回収技術 メキシコ塩輸出
に関する研究 公社他

かん水中の有価資源回収技術
に関する研究

かん水中の有価資源回収技術
に関する研究

かん水中の有価資源回収技術
に関する研究

かん水中の有価資源回収技術

鉱物資源局他

青島化工学院他

鉱物資源局

青海塩湖研究所
宮井　 良孝 に関する研究協力 西安分室

福岡 聴

加藤 俊作

加納 博文

リボ多糖の機能解明に関する
在外研究

かん水中の有価資源回収技術

ボステル研究所

商工省，鉱物資
に関する研究協力 源局

特異的選択吸着剤の開発と資 地熱発電所（リイラ
苑田　 晃成 源・環境材料としての応用の ケイ丹㍉叫町大学
●田 洋二
高木 憲夫

大井 健太

国際共同研究

かん水中の有価資源回収技術

I R l，ノ研究所、
オタゴ大

メキシコ鉱業振
に関する研究 興局 （（：Rl′り
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4．6．3　調査tその他

氏　　 名 日　　　　 的
ざ　 期　 間

国　　 名 機　 関　 名

西山 昌史

北村 孝雄

上嶋 洋

矢野 哲夫

小林 良生

北村 孝雄

小林 良生

小林 艮生

小山 健一一一

小林 良生

小林 良生

山下 雅弘

和田 英男

細川 純
北川 良一一

北村 孝雄

t

生分解性フラスチックに係わ

る研究動向調査

高性能複合材料のための新し

元．4．9＼元．⊥1．25

元．9．2こうへ元．10．4

4．3．16′、－4．3．29

4．3．1へ・5．3．31

4．8．1へ 4．8．12

4．10．24へ 4．11．1

5．5．12へ 5．5．25

6．3．2、 6．3．11

6．3．6へ 6．3．1：ミ

6．3．16へー6．3．26

6．9．17へ・6．9．28

7．11．5へ・7．11．14

7．12．2へ 7．12．13

8．3．17へ、 8．こi．21

8．9．23へ 8．9∴30

アメリカ

イギリス

アメリカ化学会
欧州樹脂連合他

わ舛■パード大学
いウイスカの開発に関する基
礎的研究

海水中の炭素循環メカニズム

ドイツ

アメリカ

西独ユ甘ッヒ原子力

研究センター

カリノ伸二ア大学他
調査研究に関する欧米の研究
開発動向等調査

レーザビームによる高度表面

フランス

ノルウ⊥－

ドイツ

アンドゥム海洋研究
所他

巨ン′、イム大学

エアランゲン大学レー
改質技術に関する調査

ケナフの製紙原料としての利
用に関する協議

資源高度リサイクル利用技術

オー一対け

フランス
イギリス

中 国

フランス

ザ技術研究所他

中国道紙開発公

司 他

ロームブーラン
動向調査

チッタゴン新工業団地計画に
係る調査

ケフナベース工場建設に伴 う
計画に関する調査

大型エネルギー供給システム

に関する技術動向調査

ドイツ

イギリス

′、ンク十万㍉・
シ二1

中 国

米 国

ハ、、ン㌢－ラテ’1′
シュ

社V W 刊二、メルケヾ

で′レシ十ノト社他

工業省，ジュー
ト省

中国道紙開発公

司 他

米国電力研究所

他

チッタゴン地域工業開発計画
事前調査

工業省、ジュー

ト省

ジュー トの製紙原料としての
利用に関する調査

塩基性多糖類の生合成に関す

る調査研究

ソルポサーマル反応利用に関

ハナンクJラデ㍉

シュ

ニューンしわド

ドイツ

フランス

タ イ

中 国

ジュー ト省

オークラン ド大

学、IRL研究所

ノ＼り大学 ・ボルト
する調査

タイのキトサン利用技術調査
研究

中華人民共和国における海水
利用工業の現状とその動向調

査

・一大学
か－ルんい■一工大学

タイ国立科学研
究所

国家海洋局天津
海水淡水化綜合

研究所
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4．7　客員研究員（海外招へい等）

研　　 究　　 題　　 目 招 へ い 期 間 国 名 所 属 機 関 氏　　 名

オ イ ルパ ー ム廃 残 物 等 の利 用 6 3． 2． 1へ・63． 3． 6

6 3． 9． 5へノ63．10．19

元 ． 9．22／、・元 ．10．2 1

2． 3．17へノ2． 3．28

2． 2．27 ノ、・2． 二王23

2． 3．19 へノ2． 3．3 1

2． 2． 1へ－2． 2． 8

2．11． 7へ 2．12 ． 6

2 ．11． 7へノ2 ．12 ． 6

3 ． 1．30 へノ3． 2． 8

3 ． 2．16 へ－′3． 3． 3

3． 9．23～ 3．10． 8

4 ． 1．10へ一㌔4 ． 1．24

4 ． 7． 7へ・4． 8． 7

4 ． 9． 2へノ4 ．11∴‡0

4． 9．18へ一r 5． 3．18

マレイシア

マレイシア

マレインア

中 国

メキシコ

メキシコ

マレイシア

マレイシア

マレイシア

ドイ ツ

カナ ダ

イキヾ リス

チェコ辟

ハ■－ム油 研 究 所

〝

〝

科 学 院 塩 湖 研

究所

塩 輸 出 会社

鉱 業 振 興 公 社

ハ ーム油研 究所

〝

〝

耐 火 物 工学 研

Mollam a d　Bi 11 日us iIl

に 関す る研 究 Kam a r u d in　B ill 批lS Sとll

オ イル パ ー ム 副産 物 の T M P R i d z u a n　bi H　RとIm l i

化 工業試 験 OmとIr　bi ll M is lI・aH

オ イ ル パ ー ム 副 産物 の T h′IP N o l・とlZ m a l・1 m O h tl．SとIi（1

化 工 業化 試 験 Mnhと11m a d　B lll H u s il‾1

か ん水 中 の 有価 資源 回 収 技 術

に 関す る研 究 協 力

か ん水 中 の 有価 資 源 回 収 技 術

GLlllg Z h i P e l唱

帖 lta l∴卜 （iUm e Z

に 関す る研 究 協 力 RLIi z

か ん 水 中 の 有 価 資 源 回 収 技 術 Cと1．1・lo s　O sCと1．1t

に 関す る研 究 協 力 Bと11 ta za r　PZIjT ill（－、S

オ イ ル パ ー ム 副 産 物 の T M P 【）a tllk Ilとlj i M ）（lL11

化 工業 化 試 験 tt 11 1m　批IS Sと111

オイ ル パ ー ム副 産 物 の T M P R i d z uとlII B i 11．

化 工業 化 試 験 R zlm l i

オ イル パー ム副 産 物 の T M P K と皿と11・ud i ll R i 11．

化 工業化 試 験 批lSSと1rl

高性 能 複 合材 料 の た め の新 し T ad e u s z　Ry m o Il・

い ウ イス カ の 開発 に 関す る基

礎 的 研 究

高性 能 複 合 材 料 の た め の新 し

い ウ イス カ の 開発 に 関す る基
礎 的 研 究

高度 分 離 の た め の 吸 着剤 の 特

究 所

トロ ン ト大 学

リーデ 号クヾ 大 学

チェコスtリ、～キア科

Lip l IIS k i

T o m N o l、th

M ic h a e l J．

性 評 価 技 術 Hud s o n

電 気 化 学 反 応 を 利 用す る認 識 rIl（）ma S T e tllと11

山l（le B o u 1・1i（、r

J a n B o sa rlSlくさ▼

劉 亦 凡

N in a D ilh l

G l・ay R ． B ul11S

S hとlis ta P en rP e Il

分 離 プ ロセ ス に 関す る研 究

マ リン バ イ オ ロジ ー に 関す る
研 修

高機 能 材 料 表 面 の 電 子 顕微 鏡

ハヾ キア

ソランス

チェコ和

学 ア醇 J ミー物 理

学 研 究 所

ナ ン ト大学

十［コスロハヾ キア国

解 析 ハヾ キア 立 溶 接 研 究所

海 洋 中 の 有 用溶 存 元 素 の採 取 中 国

ル ウ工・一

二ュ・‾‾・ソ ー
ランド

ハ■■キスタン

青 島化 工学 院

産 業 研 究センター

ウヾ リ ト1け大学

カ ラチ 大学

HEJ化学研 究所

技 術 に 関す る研 究

ア ル ミニ ウム ボ レー トウ イス

力強 化 合 金 の 製 造 技 術 に関 す

る研 究

電 気 化 学 反 応 を 利 用 す る認 識

分離 プ ロセ ス に 関 す る研 究

海 洋 生物 か らの 有 用 物 質 の 分

離 と特 性 の解 明

5． 3．19′、－■5． 3．30

4．10． 1へ－′5． 9．30

4．11．24へノ4．12． 4

6． 3．18 へノ7． 3．17

一一一228－



研　　 究　　 題　　 目 招へい期間 国　名 所属機関 氏　　 名

ラン藻からの リボ多糖の分離
精製構造角錐千と機能材料への

応用

微生物由来の中空繊維状キチ

ン質の基礎的研究

微生物由来の再」空繊維状キチ

ン質（／ノ開発に関する基礎的研
究

海洋構造物の現状と将来動向

製塩上程副産物の利用

海洋生物からの有用物質の分

6．3．18へ・7．3．17

5．10．24へ 5．11．：う

6．9．29へ 6．10．7

6．9∴弓0へ一6．10．日

6．12．9へ 6．12．16

7．3．11′＼ 7．9．12

7．10．31へノ8．8．25

7．12．1へ・7．12．15

7．12．2へ－7．12．12

7．12．2へ 7．12．14

7．12．3へ一7．12．11

7．12．3へノ7．12． 7

7．12．3へ－7．12．7

7．12．3へ・7．12．7

7．12．7一、－・8．1．24

7．12．7′、－′8． 1．24

ハキスタン

ノル恒一一

ノ．両J∴‥

アメリカ

中 国

ハ■膏スタン

中 国

ニューーシ’－

カラチ大学

HEJ憎研究室

トル′、イム大学

巨ン′、仙大学

やけユーセッツ工科
大学

国家海洋局天

津海水淡水化
綜合利用研究

所

カラチ大学

GlliとlSudd ln

01と117 Sm i（lsl・q）（1

KLjpl l h′1．㌧′「Zln Im

Koie1－1i M asubuClli

呂 鉾

Mohilmm ad Shai（l
雛 と特性の解明 r肥J化亨研究所 ALⅠ

ソラックス法に上る無機機能
材料跡合成

イオン記憶材料の分光学的特

国家海洋局天

津海水淡水化

綜合利用研究

所

Industrial

呂 健 斌

Ke itll R．Morgan

（k11、y R．Rul、IIS

Bltet／t．Amm lduIISP‖

V．St．1両 kU

G．Albe11t i

A．（二1eとけtjel（l

R．r）とltf111so11

播 種岐

別 胡 給

性 カト十 Resとlreh　Ltd．

特異的選択的吸着剤の開発 と

資源、環境材料 としての応用

特異的選択的吸着剤の開発 と
資源、環境材料としての応用

環境問題／－＼の吸着剤の利用

イオン交換体の合成

吸着の物理化学

膜を通 してのイオン輸送

希少元素の分離技術

希少元素の分離技術

ヽヾニューソ‾ゝ
十ン＋1、十

ニューノ」
ラバ’

恒ライナ

イタけ

アメ用

イキ1町

中 国

中 国

ウ■1′クトリア大学

ドイ円、け大学

国立恒ライナ科
学アカデ ミ・一

lil‾lj rヽel、Sil■y

Of Perug iZL

TexilS A＆M

H lilreI・Sit・y

UIrliver siO r

nf （ih lSg（川7

西安高級高等

酉北大学

水熱合成法に上る結晶構造 ・

形態の制御

水熱合成法に上る機能性材料
開発に関する基礎的研究

8．1．10へノ

8． 1．20′＼ 8． 1．27

… 州 ・27 着

中 国

ア汁な

7’メ川

〔：lliI′leS〔I Ac汀一一

（leI町 01、SCi －

ellL1eS

P（11rlS17】．vpllie

S T．tIt．P Urlivp－

1’S日．v

AT＆11 号ell

L l．lJO1tZlln r ・

向 蘭

Rus tum Rov

Iそ．八．L lLld ies

一一229



研　　 究　　 題　　 目 招へい期間 国　 名 所属機 関 氏　　 名

ラン潔細胞表層構成物質 の機

能 に関す る研究

微 生物 に よる糖 生産 にお ける

8， 1．22 へ－8．11．16

8． 2．11へ′8． 5．14

8． 3．19へー8． 3．29

8．10． 1へ 8 ．10 ．4

8．10． 1へ－8．10．20

8．10． 1へ－9． 9．30

8．10 ．16 へ 8 ．10 ．2 6

9． 2．19 ′＼－9．2．28

ハ■守スタン

ハ～ンクヾラ

カ ラチ大学

Ⅰ・把J化学研 究所

愛媛 大学 大学

Qa yyLlm A dil

GilZi NllItLln N山Ial・
糖構造制御 に関す る研究 、．＿・～T l’ソユ 院 Su lt．とlIla

ゾル ー【－ゲル法 に ．よるホ ウ酸塩 ホ‘∴ル Lh il・▼erS ity Mar lall K lisch

G．R ． Bur ns

Bul・tr N ige l

李 慧青

lJ．lrich Say（lel

Dr ． David Rog（）11S

系機能性薄膜合成 の基礎 的研

究

マ ンガン酸化物 の表面状態 の
解析 法

マ ンガン酸化物 の表 面状態 の
解析 法

フ ラックス法に よる無機機 能

材料 の合成

リホ多糖の機能や構造 と生物

的活性の相 関

海藻 由来糖鎖認識成分 の機能

解 明 に関す る研究

ド

～ヽニューソー
プン1、ヾ

ヽヾニュー‾ソ、‾
ランド

中 国

ドイ ツ

膏 帰ヾ

Of M h lll‘lg

とlnd M etallu一

1、gy

ウ～ィクトけ大学

ウ÷ィクトけ大学

国家海洋局天

津海水淡水化

綜合利用研究

所

ホJ－ステル研 究所

生物物理研究

室

ホ■‾■－ツマス大学

薬 学・生物 医

科 学部

－23〔一一



4．8　受 賞

氏　　　 名 賞

加藤俊作 I二業技手

小林良牛

内海明博

科学技利

高温学≦

細川　 純 環境庁表

日本海水

平成⊥1年′仁

日本海水

軌山昌史

人井健太

勝村宗英

宮井良孝

勝村宗英 日本溶射

会学術奨励賞

長官賞

く学会学術賞

蜜岡田奨励賞

学会技術賞

協会表彰

1．6．9

2．Li．17

2．6．8

3．6．5

3．6．12

受　賞　テ　ー　マ　名

人家柚萱

北村孝雄

矢野哲夫

小林良牛

廣津孝弘

細川　純

高温学会学術奨励賞

科学技術庁長′自賞

高温学会奨励賞

第掴日本紙ア醇㍉ト賞

日本海水学会学術賞

‾t業技術院長賞

4．5．28

∠1．6．こう

′1．7．1

5．5．28

6．1．20

6．5．27

6．5．用

6．6．8

6．6．17

ー　■つ11
L－tJ　⊥

海水中の微量溶存成分（ウラン等）の採
取技術に関する研究

アルギン酸敵経を利用した機能性繊維材

料〝ノ研究

レーザー溶射装置の開発

微生物分解性プラスチックの開発

海水リチウム採取用無機吸着剤及び
リチウム採取に関する研究

高エネルギー密度ビームの高度利用技術
に関する研究

海水微量成分の採取技術

協会事業の発展

ユキシマレーザ加‾Lにおけるレーザ誘起
フラズマの影響

ポレート系ウイスカの開発の研究

レーザ熱分解に上るSi層を介した窒化
ケイ素と純銅の低温接合

海水ウランの採取に関する研究

天然高分子のシート化複合成形技術に関
する研究



第5章　資　料　集
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究
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要素技術研　究室
海洋資源開発研究室

制　御技術研　究室

5．1　組織の変遷

通商産業省四国工業技術試験所

昭和61．7．1　機構改革

所 長

企　　画　　課

総　　務　　課

通商産業省四国工業技術研究所

平成5．10．1　機構改革

所　　長

海洋　資源　部

基盤技術部

首席研究官

特別交流研究官

企　　画　　課

重要地域技術特別研究室

企　画　係

＿＿＿＿＿＿＿＿＿∴二二　二

エネルギー技術調整官

技術交流推進センター

補佐一一［

庶

会

用

係
係
係
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計
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究
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究
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機
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研
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5．2　主な人事異動（昭和62年6月1日へ平成9年3月31日）

年月日　　　　　　　　所　長　　　　　企画課長　　　　　総務課長　　　　首席研究官　　企画課技術交流

推進センター長
01．7．1

02．6．1

6：〕．1．1

l
　
　
　
1

0
0
　
日
）

ヽ
ノ
「
ノ
　
　
ヽ
ノ
、
ノ

己
U
　
　
■
パ
U

元．3．20

（丁代）竹盛欣男

2．：3．1　　　（8代）岩本令吉

2．10．1

2．10．15

：う．4．1

．う．4．1こて

4．′1．1

5．4．1　　　（9代）小山健一

．5．8．1

5．1（）．1（組織改正）

7．6．21　　（10代）木村錫一

8．／1，1

8．5．1

8．5．11

8．6∴30 山崎イ言一

勝村宗英

加藤俊作

ー23／1－

（併）加藤俊作

（併）住友　敬

榊原実雄　　（併）小林良生

（併）勝村宗英
細川　純
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5．4　叙　　勲

菅　披　和　彦　（元　所　長）　昭63年12月　　勲四等旭日小綬章　　従四位

濱　　　政　一　（元支所長）　平3年11月　　従五位

木　村　　　裕　（元　所　長）　　平4年春

三　木　和　之　　（元化学部長）　　平7年春

山　口　清　吉　　（元総務課長）　　平8年春

勲四等旭日小綬章

勲四等旭日小綬章

勲五等瑞宝章



5．5　研究題目一覧（昭和62年度～現在）

研　究　題　　目 年　度　予算（千円）

特別研究

レーザに上る非金属の溶射に関する研究

へクテン含有排水の処理技術に関する研究

FRP船廃船処理技術に関する研究

マグネシウムハイロボレート繊維に関する研究

ウラン及びリチウム用高性能吸着剤の開発に関する研究

オイルハーム副産物のrrMP化工業化試験

酸性多糖類による機能性シート材料に関する研究

超小型アクティブマスダンハ一に上るロングアーム制御に関する研究

クレーンの振動防止技術に関する研究

かん水中の有価資源回収技術に関する研究協力

再生紙工場排水の処理技術に関する研究

ウイスカの複合化特性に関する研究

アルミニウムボレートウイス力強化合金の製造技術に関する研究

天然高分子の複合化によるべっ甲原料の転換技術の開発

軽元素同位体の分離・採取用吸着剤の開発に関する研究

海洋石油分解微生物の固定化技術の油浄化に係る微生物生態系の

解析技術に関する研究

水中プラズマ加工技術の高度化に関する研究

塩基性多糖類の生合成制御技術に関する研究

指定研究

サンシャイン

海洋温度差発電システムに関する基礎研究（深海係留の研究）

ニューサンシャイン

天然高分子の超微粒子化成形法に関する研究

太陽光発電システムの解析評価

重要地域技術

複合材料の再利用技術システム

高機能海洋部材等の高エネルギービーム複合加工技術

機械部品の高機能表面処理技術

先導的一般地域技術

キチン質の利用に関する研究

溶射プロセスの高度化に関する研究

海洋多糖類長繊維〝〕高機能化抜術に関する研究
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昭59へ昭62　　46，026

昭60へ昭6こう　　67，516

昭60へ昭63　　65，297

昭62へ平2　　4仇831

昭机へ平4　108，162

昭62′＼平2　1日，558

昭63へ平3　　40，091

平元へ平5　　∠′18，105

平元へ平3　19，088

平元へ平日　19，596

平り′＼平4　　51，351

平ニ上平6　　57，242

平4へ平6　16，522

平←1へ平6　15，943

平5へ平9　　71，396

平5′、平9　　63，667

平6、平9　　′牲748

平7へ平11　28，706

昭57へ平元　　70，278

平5へ平日　　ニ16，500

半5′、平8　16，粥7

昭63へ平4　117，894

平5へ平9　141，414

昭62、平1　10，431

平㌢へ平4　　　9，414

平5へ半　7　10，555



研　究　題　目　　　　　　　　　　　　　　　年　度　予算（千円）

生体機能応用

細胞表層と多糖の相互利用による分子認識の研究

地球環境技術

微生物分解性プラスチックの開発

大　プ　ロ

高機能化学製品等製造法

（有用物質の探索・精製等に係わる技術一糖複合体の抽出・精製技術）

（有用物質の探索・精製等に係わる技術一有用糖複合体の探索技術）

レーザ援用イオンビーム技術の評価

産　　　技

高機能化学製品等の製造法

（有用糖複合体の探索・抽出・精製技術）

経常研究

酸性多糖類の利用化研究

超音波による水中形状認識の研究

微生物生体膜における物質移動の研究

分解性制御シートの製造研究

白色腐朽菌によるリグニンの生分解の研究

チタニアの細孔制御と高機能化研究

有機金属錯体の合成及び磁気特性の研究

センサ機能材料の研究

ロングアームサーボ機構の制御の研究

海洋構造物の熱加工の研究

海洋構造物の熱加工の研究

超状態におけるバイオマスの物性の研究

水中マニピュレータの振動制御の研究

機能性シートのための糖質素材の研究

ラジカル性ポリマーの合成と磁気特性

微生物産生糖類の構造と物性の研究

結晶成長の制御技術

天然素材の微粒子複合に上る材料化の研究

水中熱加工システムの知能化研究

非熱平衡場における高機能化表面層形成の研究

海洋有機質資源の高度利用の研究

非線形振子を有するシステムの動的制御の研究
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昭63へ平3　　24，963

平2へ平4　　31，687

昭63へ平5　　50，718

平2～平5　　34，709

平6～平8　　29，945

昭60へ昭62　　1，200

昭61へ昭62　　2，000

昭62　　　　　　　　700

昭62へ平元　　43，000

昭62へ平元　　2，700

昭62へ平元　　3，200

昭62～平元　　3，800

昭62へ平元　　4，900

昭63　　　　　1，500

昭63へ平2　　も300

昭63へ平2　　4，300

平2　　　　　1，000

平2　　　　　1，200

平2　　　　　　　976

平2へ平3　　3，300

平2へ平4　　4，300

平2へ平5　　6，600

平3へ平4　　6，500

平3へ平5　　4，000

平こ上平6　　7，950

平4　　　　　1，000

平4へ平7　　7，290
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研　究　題　目　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度　予算（千円）

構造制御多糖類の生産と物性の研究

ウラン吸着剤の構造・機能相関

ゾル・ゲル法によるホウ酸塩系機能材料合成の研究

海洋生物機能発現物質の特性の研究

特殊環境下でのレーザ加工

海洋性多糖類による炭酸カルシウム結晶成長制御の研究

量子化学計算に基づく材料の設計・評価

フラックス法による機能性粉体の合成

水熱法による結晶性ホウ酸塩の合成

海洋作業機械の動的制御のための基礎的研究

科学技術振興調整費重点基礎研究

視覚認識処理に関する基礎的研究

高性能複合材料のための新しいウイスカの開発に関する基礎的研究

電気化学的挿入・抽出反応を利用する新規な認識分離

プロセスに関する研究

微生物由来の中空繊維状キチン質の開発に関する基礎的研究

ゾル・ゲル法に上るホウ酸塩系機能性薄膜合成の基礎的研究

界面現象を利用したフロンティアセラミックスの

設計と創製に関する研究

海藻由来糖鎖認識成分の機能解明に関する基礎的研究
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平5　　　　　1，800

平5へ平7　　9，050

平6　　　　　1，500

平6へ平7　　3，600

平7へ平9　　4，000

平8へ平10　　2，000

平8へ平11　　2，000

平8へ平12　　　　500

平8へ平11　1，000

平針＼平11　　2，000

昭62へ昭63　　　9，074

平元へ平2　　8，931

平3へ平4　　8，494

平5へ平6　　8，756

平7へ平8　　6月00

平7へ平9　　33，802

平8へ平9　　2，000



編集後記

四国工業技術研究所は創立こう∩周年を迎えるに際して、記念事業としてインテリジェントハー

ク内の研究所群と共同の研究所公開、及び「海洋水圏からの新しい工学」に関する国際シンポジ

ウムを予定している二．この他にさらに30周年記念誌の編集・発刊を行うべきかどうかが議論さ

れた、しかし当研究所のこの10年間の環境の変化は、所の名称変更や立地場所の移転、所掌業

務の変更を含んで大きく変革しており、やはりここで記念誌を作成するべきだとの結論になった

当研究所はこの10年間で大きく変革したが、まだ改革途上にある｝　現在、21世紀をにらん

だ国家組織のあり方の見直しに関連して、国立研究所とはどうあるべきかとの論議が政府で行わ

れている√＿　我々研究所も、21世紀の発展に寄与する国立研究所、研究方向について真剣な模索

を行い、研究体制も自ら改革する必要があることをこれほど叫ばれている時期はない　これらの

改革に際して過去の歴史から学び、正しい方向を選択するために、10年史、20年史に引き続

き、30年史を編集・発刊しようと決意した次第である√

それに伴い、こう（〕年史編集委員会が設置された　メンバーは次の通りである

委員長　加藤俊作

委　員　勝村宗英、北村孝雄、小県系裕持、坂根幸治、小比賀秀樹、金倉博文

発行は30周年記年目（平成9年6月1日）を目途にしたが、諸般の事情のため4ケ月の遅れ

をもって発行にこぎっけた。この遅れについては深くお詫びを申し上げる一、

本誌の完成は、公務多忙の中で終始熱心に御尽力いただいた編集委員、各章や各パートのそれ

ぞれの原稿を頂いた執筆者の方々の協力のたまものであり、関係各位に深甚の謝意を表したい

さらに、工業技術院長、この1（〕年間の歴代の所長にそれぞれ祝辞、序などを頂いて巻頭を飾る

ことができたことについて深く感謝申し上げる1〕また、本記念誌発行に際して種々の援助を図っ

ていただいた関係諸機関、関係諸企業の皆様には心よりの感謝を申し上げる．ノ

なお、研究業績などは平成9年3月31日までにさせていただいた　短期間の編集なので、誤

字、誤謬もあると思うが、どうかご容赦を頂けば幸いである．二

平成9年9月吉日

企画課長　細川　純

一一24′′1－
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